
 

 

 
 

 

 
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
緊
急
要
請
書
に 

吹
田
市
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た 

3
月
30
日
付
で
吹
田
市
に
提
出
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
要
請

書
へ
の
回
答
が
届
き
ま
し
た
。
今
週
は
融
資
制
度
・
中
小
業
者
支
援
、

国
保
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。
次
回
は
国
保
（
続
き
）
と
税
金
、
国

へ
の
要
望
に
対
す
る
回
答
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

 

(1)
融
資
制
度
に
つ
い
て 

① 

融
資
制
度
の
創
設
（
担
当
：
地
域
経
済
振
興
室
） 

市
の
あ
っ
せ
ん
融
資
制
度
自
体
が
大
阪
府
の
制
度
融
資
の
利
用
枠
の
一

部
を
借
り
て
運
営
し
て
い
る
た
め
、
独
自
の
融
資
制
度
を
新
設
、
拡
充
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
資
金
繰
り
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る

中
小
企
業
者
が
利
用
し
や
す
い
保
証
制
度
の
新
設
や
、
市
場
金
利
の
低
下

な
ど
経
済
情
勢
に
合
わ
せ
、
融
資
利
率
の
引
き
下
げ
や
条
件
の
暖
和
な
ど

更
な
る
充
実
・
改
善
を
図
る
よ
う
国
及
び
大
阪
府
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま

す
。 

 

② 

大
阪
信
用
保
証
協
会
へ
の
要
望
（
担
当
：
地
域
経
済
振
興
室
） 

大
阪
信
用
保
証
協
会
に
お
い
て
は
、
事
業
者
の
実
情
に
応
じ
た
対
応
を
行

っ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、
大
阪
府
の
各
種
制
度
融
資
に

お
い
て
、
信
用
保
証
料
に
つ
い
て
、
よ
り
低
い
料
率
を
適
用
す
る
と
と
も

に
、
範
囲
の
拡
充
を
図
る
よ
う
大
阪
府
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

(2)
中
小
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て 

① 

固
定
費
の
補
助
（
担
当
：
地
域
経
済
振
興
室
） 

国
及
び
大
阪
府
の
経
済
対
策
や
他
市
の
動
向
も
注
視
し
な
が
ら
、
市
独
自

の
支
援
施
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

② 

最
低
生
活
費
の
保
証
（
担
当
：
地
域
経
済
振
興
室
） 

国
及
び
大
阪
府
の
経
済
対
策
や
他
市
の
動
向
も
注
視
し
な
が
ら
、
市
独
自

の
支
援
施
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

(3)
税
・
保
険
料
な
ど
に
つ
い
て 

① 

国
保
「
府
内
統
一
化
」
に
反
対
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。
高
す
ぎ
る
国
保

料
を
引
き
下
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
。（
担
当
：
国
民
健
康
保
険
課
） 

国
民
健
康
保
険
料
の
標
準
保
険
料
率
が
適
正
な
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
、

大
阪
府
の
広
域
化
調
整
会
議
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
動
向
を
注
視
し

つ
つ
、
大
阪
府
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

② 

所
得
減
少
減
免
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。
災
害
減
免
を
適
用
す
る

こ
と
。
（
担
当
：
国
民
健
康
保
険
課
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
所
得
の
減
少
に
つ
い
て
は
、

所
得
減
少
に
よ
る
減
免
と
し
て
適
切
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

③ 

短
期
証
の
取
り
置
き
は
や
め
、
す
べ
て
の
世
帯
に
郵
送
す
る
こ
と
。
資

格
証
に
よ
る
受
診
が
あ
っ
て
も
短
期
証
と
み
な
し
対
応
す
る
こ
と
。

（
担
当
：
国
民
健
康
保
険
課
） 

短
期
被
保
険
者
証
は
、
未
納
保
険
料
の
納
付
に
協
力
が
得
ら
れ
な
い
世
帯

に
対
し
て
交
付
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
保
険
料
の
納
付
相
談
及
び
納
付

指
導
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
納
付
相
談
後
に

窓
口
交
付
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
策
と
し
て
被
保
険
者
の
来
庁
を
控
え
て

い
た
だ
く
た
め
に
短
期
被
保
険
者
証
を
全
件
郵
送
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
資
格
証
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市
は
発
行
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

特
別
定
額
給
付
金
（
仮
称
） 

前
回
、
生
活
支
援
臨
時
給
付
金
（
仮
称
）
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
受
給
要
件
が
厳
し
す
ぎ
る
と
世
論
の
反
対
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
取
り
や
め
に
な
り
、
一
律
10
万
円
の
給
付
制
度
が
創
設
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
で
き
る

内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
た
だ
し
前
回
同
様
、
内
容
が
変
更
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
え
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

給
付
額 

給
付
対
象
者
1
人
に
つ
き
10
万
円 

 

給
付
対
象
者
及
び
受
給
権
者 

給
付
対
象
者
は
、
基
準
日
（
令
和
2
年
4
月
27
日
）
に
お
い
て
、

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
者 

受
給
権
者
は
、
そ
の
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主 

 
申
請
方
法
（
郵
送
申
請
方
式
） 

市
区
町
村
か
ら
受
給
権
者
宛
て
に
郵
送
さ
れ
た
申
請
書
に
振
込
先
口

座
を
記
入
し
、
振
込
先
口
座
の
確
認
書
類
と
本
人
確
認
書
類
の
写
し

と
と
も
に
市
区
町
村
に
郵
送 

※ 

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
方
式
も
あ
り
ま
す
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

所
有
が
必
要
で
す
。 

 

申
請
開
始
日 

未
定
（
可
能
な
限
り
迅
速
に
）
申
請
期
限 

3
か
月 

 

介
護
保
険
料
の
減
免
制
度
に
つ
い
て 

 

65
歳
以
上
の
方
に
は
健
康
保
険
と
は
別
に
介
護
保
険
料
の
納
付

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
介
護
保
険
料
に
も
吹
田
市
で
は
減
免
制

度
が
あ
り
ま
す
。「
災
害
や
失
業
に
よ
る
減
額
」
と
「
生
計
を
維
持
す

る
た
め
に
行
う
減
額
」
の
二
種
類
あ
り
ま
す
。 

 

災
害
や
失
業
に
よ
る
減
額
（
吹
田
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
参
照
） 

第
1
号
被
保
険
者
や
、
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
、
災
害
・
失
業
・

入
院
な
ど
の
事
情
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
、
保
険
料
の
納
付
が
著
し

く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
。 

 

生
計
を
維
持
す
る
た
め
に
行
う
減
額
（
吹
田
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
参
照
） 

次
の
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
減
額
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

① 

本
人
を
含
め
、
世
帯
員
全
員
が
市
民
税
非
課
税
（
生
活
保
護
受

給
者
を
除
く
） 

② 

世
帯
収
入
の
年
間
合
計
額
が
150
万
円
（
2
人
以
上
の
世
帯
の
時

は
、
2
人
目
か
ら
1
人
に
つ
き
50
万
円
を
足
し
た
金
額
）
以
下 

例
）
2
人
世
帯
の
場
合 

150
万
円
＋
50
万
円
＝
200
万
円 

③ 

他
の
世
帯
に
属
す
る
者
か
ら
扶
養
を
受
け
て
い
な
い 

④ 

世
帯
の
預
貯
金
等
の
合
計
額
が
350
万
円
以
下 

⑤ 

自
己
の
居
住
用
以
外
に
活
用
で
き
る
不
動
産
が
な
い 

例
）
自
宅
以
外
に
借
地
を
所
有
し
て
い
る 

  


